
 - 1 - 

建設水道常任委員会 
 

令和５年９月１４日午前９時００分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

◎伴  吉晴     ○井上 卓也     大森恒太朗 

 横田 敏文      宮﨑 和彦     木澤 正男 

中川 議長  

 

２．理事者出席者 

町     長  中西 和夫    副 町 長  加藤 惠三 

総 務 部 長  西巻 昭男    都市建設部長  上田 俊雄 

建設農林課長  手塚  仁    同 課 長 補 佐  田中 弘二

同 課 長 補 佐  平本 吉男    都市創生課長  福居 哲也    

同 課 長 補 佐  上田 和弘    同  係  長  菅田 修久    

上下水道課長  岡村 智生    同 課 長 補 佐  関口  修   

 

３．会議の書記 

    議会事務局長         佐谷 容子    同  係  長  吉川 也子 

 

４．審査事項 

    別紙のとおり 
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委員長 

開会（午前９時００分）  

署名委員  大森委員、横田委員 

 

おはようございます。全委員出席されておりますので、ただいまから、建設

水道常任委員会を開会し、本日の会議を開きます。 

初めに、町長の挨拶をお受けします。 中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私より指名します。 

署名委員に大森委員、横田委員のおふたりを指名します。おふたりには、よ

ろしくお願いします。 

本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとおりであり

ます。 

初めに、１．継続審査、（１）都市基盤整備事業に関することについて、理

事者の報告を求めます。 福居都市創生課長。 

 

それでは、継続審査 都市基盤整備事業に関することについて報告させてい

ただきます。 

先月の本委員会において、西和医療センターの移転・再整備についてを報告

いたしましたが、西和７町内での候補地となり得る土地の情報提供の件数につ

いて、９月１日付けで県から公表されましたので、ご報告いたします。 

情報提供をおこなった町は、平群町、三郷町、斑鳩町、河合町の４町であ

り、この中から、８か所の候補地が挙げられております。これに、王寺町のＪ

Ｒ王寺駅南側を加えた、計９か所を対象として、県が、今後、調査・検討し、

関係者と意見交換したうえで、適地の選定を進める予定とのことであります。 

以上、継続審査 都市基盤整備事業に関することについてのご報告とさせて

いただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 
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木澤委員。 

 

それぞれ場所については公表されてないんですか。 

 

福居都市創生課長。 

 

県からは場所のほうは非公表となっております。 

 

あと、選定ですけれど、県はめどとしてどれぐらいとかいうのも言ってない

ですか。 

 

当初の県知事と各７町長との懇談会において、今年度末というのをめどとし

て示されております。 

 

よろしいですか、ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結します。 

継続審査については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終わり

ます。 

次に、２．各課報告事項を議題とします。 

（１）議案第２７号 令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）につい

て、理事者の報告を求めます。 手塚建設農林課長。 

 

それでは、議案第２７号 令和５年度 斑鳩町一般会計補正予算（第７号）

についてのうち、当委員会の所管に関することについてご説明申しあげます。 

まず、歳入からご説明いたします。補正予算書の１１ページから１２ページ

をお願いいたします。はじめに、第１５款 国庫支出金、第２項 国庫補助

金、第４目 土木費国庫補助金で、平成緊急内水対策事業において、国庫補助
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金の認証増を受けたことから、社会資本整備総合交付金３，１００万円の増額

をお願いするものであります。 

次に、歳出予算の補正についてであります。１７ページから１８ページをお

願いいたします。はじめに、第２款 総務費、第１項 総務管理費では、第６

目 企画費で、電気料金の高騰により、いかるがホールの施設管理運営業務委

託料が当初見積りを上回ることから６６４万６千円の増額をお願いするもので

あります。２１ページから２２ページをお願いいたします。第６款 商工費、

第１項 商工費では、第５目 ⅰセンター・観光自動車駐車場管理運営費で、

電気料金の高騰により、法隆寺ⅰセンターの施設管理運営業務委託料が当初見

積りを上回ることから４８万６千円の増額をお願いするものであります。 

次に、第７款 土木費、第３項 河川費では、第２目 治水対策費で、歳入

で申しあげました国庫補助金の認証増を受けたことから、平成緊急内水対策貯

留施設整備工事６，２００万円の増額をお願いするものであります。 

恐れ入りますが、４ページにお戻りいただけますでしょうか。第２表 繰越

明許費についてであります。第７款 土木費、第３項 河川費の平成緊急内水

対策事業において、本年度末までに完成させることができないことから、１億

２，４００万円の予算措置をお願いするものであります。 

次に、第３表 債務負担行為補正についてであります。歳出で申しあげまし

た電気料金の高騰により、債務負担行為の限度額が当初見積りを上回ることか

ら、文化振興センター施設管理運営業務委託契約の限度額を２億２３８万４千

円から２億１，８５０万８千円へ増額する変更、斑鳩の里観光案内所及び観光

自動車駐車場施設管理運営業務委託契約の限度額を４，３２３万５千円から

４，４４９万３千円へ増額する変更を行っております。 

以上、議案第２７号 令和５年度 斑鳩町一般会計補正予算（第７号）につ

いての内、当委員会所管に関するものについての説明とさせていただきます。 

 よろしくお願い申しあげます。      

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

木澤委員。 
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平成緊急内水対策事業ですけれども、補正も組んでいただいて対応していっ

ていただいていることはいいことだなと思っているんですけれども、だいたい

めどとして完成までのスケジュールっているのはどうなってますか。 

 

手塚建設農林課長。 

 

基本的には今年度来年度で完成する予定でして、来年度分が今年度に前倒し

交付されたところでございまして、基本的にはこの２年、もしくはあと１年か

かるかというようなスケジュールでございます。 

 

６月の雨も相当大変な状況でしたんで、早くできるにこしたことないと思い

ますんで、よろしくお願いしておきます。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

議案第２７号 令和５年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）については、

当委員会の所管にかかる事項について報告を受けたことを確認します。 

次に、（２）桜池耐震補強工事について、理事者の報告を求めます。  

手塚建設農林課長。 

 

それでは、奈良県が実施いたします桜池耐震補強工事について、ご報告させ

ていただきます。資料１をお願いいたします。 

桜池の耐震補強工事につきましては、令和３年度から耐震工事を実施してお

り、今年度で３年目となります。現在、工事実施に向けて入札事務を進めてい

るところでございます。工事実施期間は、９月２５日から来年の３月２２日の

工期で工事を進める予定であります。次に、今年度の工事内容についてです

が、資料の平面図・横断図に赤色で着色しております堤防内法の遮水シート設

置工事、堤坊に使用する土の地盤改良工事、洪水吐工事を予定しております。 
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この工事は、基本的には、ため池内での工事となりますが、堤坊から掘削を

必要とする場合があり、この時に堤坊道路の通行止めを行う予定であります。

期間は１０月から１２月の間で、２週間程度を予定しております。詳しくは、

業者が決定してから、周辺住民等々には周知をさせていただきたいと考えてお

ります。通行規制時の対応や工事車両等の通行につきましては、安全に十分注

意しての施工に努めるよう注意してまいります。 

以上、桜池耐震補強工事についての報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（３）斑鳩町マルシェ・宿泊施設等事業者誘致事業について、理事者

の報告を求めます。 福居都市創生課長。 

 

それでは、斑鳩町マルシェ・宿泊施設等事業者誘致事業について報告させて

いただきます。８月の本委員会において、駐車場収益の推移等の参考資料の提

出依頼がありましたことについて、資料２を調製しましたので、その概要をご

説明させていただきます。 

まず、①の駐車場収入についてであります。観光協会が運営していた平成２

８年度から３０年度まで、概ね２，１００万円程度で推移しておりましたが、

令和元年度に呉竹荘に運営が変わった後に、コロナ禍の影響により、令和２年

度・３年度については、通常時から半分以下にまで減少しております。令和４

年度には、社会経済活動の制限が緩和されましたが、コロナ禍前の実績には戻

り切っていない状況となっております。 

次に、②の駐車場管理費についてであります。通常時の金額としましては、

概ね８００万円から９００万円台となっておりますが、収入と同様に、令和２

年度・３年度につきましては、若干の減額が見られます。その内訳としまして

は、人件費が８割程度を占め、その他、光熱水費や施設清掃等に係る経費とな

っております。 
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次に、③の駐車場収支差額についてであります。平成２８年度から３０年度

までの間は概ね１，２００万円から１，３００万円でありましたが、コロナ禍

の影響により、令和２年度に２１３万円にまで減少した後、令和４年度には

１，１４６万円にまで回復してきております。 

最後に、④以降の項目についてでありますが、この期間における駐車台数、

斑鳩町推計観光客数、国内コロナ感染者数を参考指標として、お示ししており

ます。 

 以上、斑鳩町マルシェ・宿泊施設等事業者誘致事業についてのご報告とさせ

ていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けします。 

横田委員。 

 

この表も、収支差額で呉竹荘さんが令和元年度からされているということな

んですけど、その差額の部分についてはこの金額で斑鳩町へ納入されていると

いう認識でよろしいでしょうか。 

 

福居都市創生課長。 

 

呉竹荘の管理は令和元年度以降となっておりますが、駐車場賃貸料の減免を

いたしておりますのが、令和２年度から令和４年度までの３年間となっており

まして、この３年間の収入としましては、収支差額の令和２年度なら２１３万

３千円となっておりまして、令和４年度にはそれが１，１４５万６千円まで回

復してきているという、そういった状況になっております。 

 

中川議長。 

 

前回、この駐車場の運営、管理について、呉竹荘のほうで、しっかりしても

らうようにということを申しあげましたが、その後呉竹荘に対してその旨を指

導していただいたんやろか、その点を確認させていただきたいと思います。 
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福居都市創生課長。 

 

宿泊施設完了までの期間の駐車場の管理につきましては、暫定的な取り扱い

ということで、今、観光協会で空き状況等を受けている状況でありますものの

本来、呉竹荘が主体的に責任をもって行うべき業務でありますことから、前回

の委員会後、町から呉竹荘に対しまして再度対応の申し入れを行っておりま

す。その後、８月末に呉竹荘の担当者が町観光協会を訪問され、今後、両者間

で協議を進めていただくこととなっております。 

 

それはしっかりと協議していただいたら結構かと思います。そのあと、呉竹

荘のホテル建つところ、もう発掘調査すんでるのかな。駐車場はアスファルト

カッター切って発掘してはったわな、去年かおととしか。建物のほう、昔の農

協の倉庫跡地も発掘調査済みなのかな。 

 

確認してお答えさせていただきます。 

 

これはスケジュール今まで示してやってきて、この間っていうのはあってん

から、びっくりした。 

中川議長。 

 

駐車場のほうはもともと建物なかって、建物が入る面積のところを、あれ発

掘していると思うねんけど、それをするときに、なぜもともとの農協の倉庫跡

地をしてるかしてないか確認して、するべきものやったらその時に同時に普通

はさすの違うかな。どうやろ。 

 

本来であればそうだと思うんですが、少し確認させていただきます。 

 

そしたら確認して報告していただけますか。 

これ、私のほうから、この表よくできていると思います。そして、これ実
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質、契約の金額、本来減免しなかった金額、もう一度お願いいたします。 

収支の金額というか、契約でいただく金額といいますか、呉竹荘から契約の

時にいただく金額をもう一度お願いします。 

 

福居都市創生課長。 

 

呉竹荘との賃貸料の契約につきましては、２，０７５万１千円となっており

ます。 

 

これからいくと、過去の推移からいっても、ホテルが経営されてということ

が前提でこういう契約になったんやと思いますけど、非常に高い水準、駐車場

だけを考えればすごく、令和４年度でも１，１４５万、平成３０年とか２９年

でも１千２、３百万円と、この辺りやけど、２千万超えているというのは、ど

ういうところからこういう数字になったんか、お願いしたいんですけど。 

 

２千万を超えているということですが、こちらにつきましては、コロナ前で

あり、観光客がそれだけ多かったということを考えております。 

 

暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時１７分 休憩 ） 

（ 午前９時１８分 再開 ） 

 

再開します。 福居都市創生課長。 

 

賃貸料の２，０７５万１千円につきましては、土地の価格の、相続税の評価

額の６％というところから算定しておりまして、これで募集をかけて、２，０

７５万１千円で呉竹荘が提案していただいたというところでございまして、こ

の２，０７５万１千円につきましては、宿泊施設やマルシェ、駐車場等すべて

を運営したときの収益からお支払いいただけるものと認識しております。 
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ということはホテルとか、早く、契約の時はすぐ建てて、営業が開始される

というのが前提に契約された。ところが、こういう非常に特別なコロナってい

いうような、そういうのが流行り、それが状況が変わったということろからい

って、今、建築されてないと。実際のところ減免言ってきはるのもわからんで

もない。正直言うて。僕の感覚ですよ。平常時でも１，３００か１，２００か

それぐらいの収支差額しか出てこないところから言うと、言うてきはるのもわ

からんでもないかなと。契約は契約やからね。そこの予定どおりになってない

というところの話し合いというのはこれでよくわかりましてんけど、実際のと

ころ、こないだ議長が話された、そして今も話された管理の問題、私も正直言

うてあそこ使わせてもらうと、結構おひとりの時あるんよ。まあ言えばトイレ

も行かれへんやろ。トイレに行っている間に車入ってきたらどないしたらええ

か、たぶん車のほうも、お金を徴収するのも難しい。だから実質いろんな予約

関係や観光バスやなんや、観光協会にたぶんお世話になってはる、呉竹さんは

お世話になってはる。実際の管理費というのも前に比べて安くなっているけれ

ども、それなりっていうたらあれですけど、お二人の時もあるでしょうけど

も、僕が行ったときは結構１人の時が多い。実質反対側から出はったり入って

きはったり、違う場所からということで、注意しに行きはったら、またその実

質の徴収するところには誰もいてはらへんと、そんなところも見受けるから

ね、そういうところも含めちゃんとした管理ということも大事。結局のところ

呉竹さんがやってはりまんねん、うち関係おまへんねんという、たぶんお客さ

んは町がある程度管理してと思わはると思います、実際のところ。私からもそ

のあたりの管理の面をちゃんとしてほしいということも、減免だけ言ってくる

んじゃなく、そのあたりも伝えてほしいと思います、これは私の意見です。 

なんかそれでありましたら答えていただいても結構ですし、なかったらその

まま次のテーマにしますが。 上田都市建設部長。 

 

今、委員長がおっしゃられた内容を真摯に受け止めまして呉竹荘にお伝え

し、また改善するところは改善して、適正な駐車場の管理をしていただくよう

に申し述べたいと思います。 
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委員長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

委員長 

 

副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よろしくお願いします。 

中川議長。 

 

もういっぺん再度呉竹さんから減免の申し出、口頭であったとこの前報告あ

ったけど、そのあと副町長が法的にも対処する、それにはうちの顧問弁護士と

も相談して町の方針を決めていきたいということで終わってたけど、その後、

町の方針として何か決まってきているのかな。 

 

加藤副町長。 

 

前々回の委員会の中でお答えさせていただいたとおり、まず、当時、申しあ

げさせていただきましたのが、長期の事業の計画でございますので、一定の信

頼関係というのを確認する必要があるという点と、あわせて今、議長おっしゃ

いました法的な賠償金とか、その当時の委員会のほうで委員さんよりご意見賜

っておりましたので、そういったところの取り扱いというのを顧問弁護士のほ

うに相談をさせていただいております。それとあわせて、本来のまちあるき観

光を進めるための事業にとってどういった形が一番良いのかというのを合わせ

て今現在検討させていただいて、その中で先週になりますけども、一定の町の

考え方をまずは呉竹荘のほうにお話し、私、直接話をさせていただいておりま

すので、まだ内容についてはお話をさせていただいている最中ですので、大ま

かなことは今申しあげますと、減免というのは考えておりません、一定の賃借

料をご負担をいただくという形でのお話と、それ以前にはまず信頼関係という

ところはうちの町長のほうと相手方の社長さんとお話をさせていただいて、そ

の中で呉竹荘さんのほうは相当の思い入れを持っていただいているようです

し、そういったところでの会社の考え方というのも確認させていただいて、事

業継続については一定信頼関係というのは築けるものというのを一定判断をさ

せていただいております。あと、契約の金額につきましては、今、申しあげま

したように、減免というのは考えておりませんので、一定の負担額をご負担い

ただいて、その中で、呉竹荘さんが、一定の金額を提示しておりますけれど
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委員長 

 

木澤委員 

 

 

も、それをどう捉えられるか。あと、前回の覚書のほうですと、開業の担保と

いうことで、いついつまでに開業しますというのも覚書のほうに記載をさせて

いただいておりますけれども、今回は違った形での担保はできないものかとい

うところは、実際に顧問弁護士とご相談をさせていただいているなかで、現在

の状況で町から解約をさせていただくということになりますと、違約金という

のは契約書の中の１９条の中で、特別な事情があった場合については違約金は

取れないような。契約の解除の中で、今、現契約のほうでは１９条のほうで、

正当な理由なく事業の見込みがない場合については町から解除ということがで

きるんですけれども、そういった正当な理由がなければ逆にいえば町のほうか

ら解除というのは非常に難しいというのは顧問弁護士のほうに確認させていた

だいております。ですので、ご意見とかいただいております２年間で約４千万

円の違約金というのは現状のこのコロナ禍での、このこういった事態について

はなかなか難しいということを確認をさせていただいております。それと、逆

に解除させていただきますと、今まで呉竹荘のほうが１億円弱の、すでに設計

費等の投資をされておりますので、逆にそういったものの訴訟を起こされるリ

スクというものもございますので、そういった観点で今の状況では、町のほう

からは解約はなかなか難しいという状況ということで理解させていただいてお

りますので、先般、先週に事業継続を前提として賃借料の取り扱いとあわせ

て、前回のいついつまでに開業するという代わりになるような担保、今この契

約のリスクを踏まえた、どういった担保が取れるかというのを、ちょっと町の

考え方というのを今お伝えさせていただいておりますので、それについてはち

ょっと呉竹荘さんのほうの返事待ちということになっておりますので、あわせ

て、そちらのほうご返事ございましたら、改めてそれを整理して委員会のほう

に報告をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

木澤委員。 

 

以前、前回の話の時には、書面で呉竹さんのほうから出てきてないんで、今

のところ議論できませんということでしたけど、今、お聞きすると町も一定の

考え方を呉竹さんのほうに示しているということで言うと、今後また書面で出
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委員長 

 

副町長 

 

 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

副町長 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

建設農林

課長 

 

 

 

 

てくるのかとか、話がまとまったら、議案になってくるとか、そこの流れがよ

くわからないんですけれども。 

 

加藤副町長。 

 

当時、担当のほうへの相談として、そういった減額等のご相談がございまし

たので、お話進める段にあたっては直接話させていただくほうが、具体的な内

容、このままですとなかなか詰めきれないところもございますので、先だって

私のほうから話をさせていただいております。 

それと話がまとまるっていうか、一定の方向性が確認できれば、そこで改め

て呉竹荘さんから仮に減額なりする場合においてはそういった申出書等々は当

然、会社からお出しいただくという形になると思います。 

 

その時期的なものはまだわからないということですかね。 

 

これは今協議中でございますので、それ次第ということでご理解いただきた

いと思います。 

 

いろんな交渉ごとですんで、いろいろあると思います。進展があったら委員

会の時に報告だけよろしくお願いいたします。 

それでは次に進めます。 

他に、理事者側から何か報告しておくことはございませんか。 

手塚建設農林課長。 

 

それでは、錦ケ丘災害復旧工事について、ご説明させていただきます。 

今年の６月２日の大雨の影響により、錦ケ丘住宅地と守谷上池の隣接地で２

件の住宅のブロックが崩落し、７軒の住宅が奈良県より宅地造成等規制法第１

６条第２項に基づく勧告を受けました。 

この勧告を受けた７軒の方々より７月３日付けで、復旧工事に必要となる重

機などを搬入できる道を住宅地と隣接する守谷上池側へつくり、更なる被害拡
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委員長 

 

 

木澤委員 

 

 

 

委員長 

 

井上委員 

 

 

大の防止に協力してもらいたいという要望を受けたところでございます。 

また、７月２２日、日曜日に要望をいただいた７軒の方々と直接お会いし要

望書の内容について協議を行いました。その後、町からため池管理者である守

谷池水利組合と協議を重ねましたが、ため池管理者自らがこのような工事を行

うことは負担が大きくできないが、ため池内に仮設道路を設置することについ

て、了承するという回答をいただいたところでございます。 

こういったことから、今般、被害の拡大防止、また東側の町道保護等を兼ね

て、各住宅が施工する災害復旧工事のための仮設道路の設置を関係権利者との

協議がまとまりましたら、町で実施していきたいと考えております。 

工事の内容についてでございますが、幅員は４ｍの仮設道路を住宅側のブロ

ックに沿って設置してまいります。土については池の中の土を改良して再利用

しながら仮設道路を設置してまいります。 

今後は、９月２４日（日）に勧告を受けた７軒の方々に対する工事の説明会

を予定しており、工事内容や工事に関する諸条件について確認を行い、合意を

得ることができましたら工事費の額を確定し専決処理をしてまいりたいと考え

ております。その後、早期に工事発注を行ってまいります。 

以上、錦ケ丘災害復旧工事についての報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があればお受けします。 

木澤委員。 

 

今、聞かせていただいて、被害受けて苦しんでおられると思いますんで、町

のほうもできることで手助けっていうんですかね、協力していってあげてほし

いと思いますので、お願いしておきます。 

 

井上委員。 

 

 再度確認させてもらいたいんですけど、池の中の土を改良し、４ｍの仮設道

をとつくる。土の搬入というのは大型ダンプで土の搬入とかいうのは一切ない

ということですか。 
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委員長 

 

建設農林

課長 

 

 

 

委員長 

 

議 長 

 

 

委員長 

 

建設農林

課長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

建設農林

課長 

 

 

 

議 長 

 

 手塚建設農林課長。 

 

 現在、池の中の土を再利用するような形で計画しております。しかし、仮設

道の土のボリュームが大変多い状況でございます。池の中の土でもし足りない

場合はそういった搬入も若干考えられるとは思いますが、今のところ池の中の

土で、搬入は極力しない形で整備のほうを考えているところでございます。 

 

 中川議長。 

 

 その仮設道路と、今、復旧をしようとしている住宅の敷地の高さ、これ落差

どれぐらいで計画してはるんやろ。 

 

 手塚建設農林課長。 

 

 仮設道路は今の現状の宅地のブロックの根入れ部分のところの若干高い部分

を予定しておりますが、そこから宅地までにつきましては、南側からずっと北

に宅地が上がっていきますんで、それぞれなんですが、低いところでだいたい

１ｍ、高いところで２ｍちょっとの高さ、道から宅地の高さはあるような状況

でございます。 

 

 その２ｍの落差というか段差があって、復旧するのとか、解体するのにはそ

れで問題ないねんな。 

 

 具体的に一番被害の大きい家の、家が若干飛び出ているようなおうちにつき

ましては、現在町でこのような仮設道を考えておりますということで図面等を

お渡ししておりまして、それをもとにいろんな業者さんにあたりながら解体を

進めていきたいと考えているということご返答をいただいております。 

 

 それともっともっとただせば、もともと錦ケ丘の道路側から、住宅のほうか
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建設農林

課長 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

宮﨑委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

上下水道

ら解体は不可能やねんな。 

 

 やはり今の家が宙ぶらりんといいますか、状況の中で、東側からの解体とい

うのは、いつ家が崩落するかわからない状況の中で業者のほうも大変難しいと

いうことは被害者の方から聞いております。 

 

 ほかによろしいですか。 

 

（ な  し ） 

 

ほかに各課報告事項はございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、これをもって、各課報告事項については終わります。 

次に、３．その他について、各委員さんから質疑・ご意見等がありましたら

お受けします。 宮﨑委員。 

 

 ちょっと三つほど聞きたいんですけど、私、前の時に一般質問したときに、

下水のマンホールかな、民地に入っているっていうんか、所有地のところにマ

ンホールが入っているねんけど、それはその持ち主さんに書面をいただいてい

るということなんですけど、これ前ちょっと調べたんですけど、２項道路であ

って、所有者がいてはるということで、その奥も全部確認申請取られているん

ですけど、その所有者が変わった場合ですよね、その土地の所有者が変わった

場合は、もう一度、斑鳩町が所有者と書面をもって書面を交わすのかどうか、

ちょっとその辺聞きたいねんけど。 

 

 岡村上下水道課長。 

  

 取り決めの中で、その件につきましては、次の所有者に継承するということ
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課長 

 

宮﨑委員 

 

 

 

上下水道

課長 

 

宮﨑委員 

 

 

 

上下水道

課長 

宮﨑委員 

 

 

 

委員長 

 

建設農林

課長 

 

宮﨑委員 

 

 

 

 

 

で説明させていただいていますので、変更等はしておりません。 

 

 変更してないということは、前のままでマンホール入ってますやんか、ほん

なら今度その所有者変わったときに、撤去してくれと言われたときは撤去する

のかな。 

 

 継承するものとするということで契約しておりますので、撤去はいたしませ

ん。 

 

 撤去しないということは、新しい所有者さんは前の方から継続しているとい

うんか、聞いてそれを了承して買っているということで理解したらいいのか

な。 

 

 そのとおりでございます。 

 

 もう一点。この前三代川の工事のことでちょっと聞かせていただいたんです

けど、あの場所はわかったんですけどあれから上流のことについて県のほうか

ら図面等その辺は示されているのか、聞きたいんですけど。 

 

 手塚建設農林課長。 

 

 上流といいますと、今の工事区間とＪＲの間につきましては、まだ詳しい図

面等は示されておりません。 

 

 もし示されてなかったら、途中橋もあるし、あの辺よどんでますんでね、で

きるだけ県のどういうふうにしたいというような意向を聞きたいし、あの辺道

かなり狭いんでね。できるだけ、それは早急っていうんか、県がこういうふう

にやるよと言われた時にはもう遅いかもわからへんから、できるだけ、今され

るところもかなり道幅狭いんで、対向できない状態なんで、その辺もちょっと

よく考えて県と打ち合わせして、今後、斑鳩町のほうもしてほしいと、そして
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建設農林

課長 

 

 

 

宮﨑委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設農林

課長 

 

 

 

 

 

宮﨑委員 

 

 

 

 

まあ対岸が、この前の場合は工事にかかわるときに向こうが通れるということ

やけど、向こう側に４ｍぐらいの幅はあると思うんですけど、あれを交互通行

にするというような考えは県のほうにはなかったんですかね。 

 

 今の現道の町道と、左岸側に管理用道路が有効幅員４ｍの道をつくる予定で

ございます。県におきましては現在河川改修を行っているところでございまし

て、県のほうでそのような交互通行とか通行規制等々を伴うような計画は考え

ておりません。それで、現在そういうような状況でございます。 

 

 富雄川の上流のほうでも橋を挟んで交互通行みたいなことやっておるんで、

もし斑鳩町も、もしそれができるんやったら、道幅広げられへんのやったらで

すよ、そういうようなことも県とうまいこと話してもらって、やっていただい

たらどうかなと思います。この三代川に関してはこれからまだまだ続くと思う

んで、十分検討していただきたいと思います。 

それから、斑鳩東小学校のところですけど、池から学校のところまでの道を

広げるということで、３年間で工事やりますよということで聞いたんですけ

ど、それは確かなんですかね。地主さんにちょっと聞いたんですけど。 

 

 現在３０１号線のことと思うんですけども、現在、用地の協力を求めなが

ら、昨年、今年と用地交渉を行っており、何件か用地のほうは買収は終わって

おります。しかし、まだお家のほうが１軒ございまして、そこの建物補償等に

つきまして現在交渉中でございまして、工事については３年で行うというよう

なことはどこにも言ってないような状況でございます。まずは、用地の協力を

得れたのちに工事を行っていくということでございます。 

 

 もうひとつ。この前、小学校の南側なんですけども、寄附していただきまし

たよね、土地。ああいう土地を寄附していただいたら、なにか条件を出されて

もそれに応じるのか、それとも条件出されたら、書面に残して置いておくの

か。そういう要望っていうのはなかったんですかね。 
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委員長 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

宮﨑委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 西巻総務部長。 

 

 現に寄附をいただいたところでございます。条件というのがどういった条件

なのか、わかりませんけども、この土地にあたって、こうこうこうしてほしい

とい条件はございませんでした。いわゆる何か公共的に、あるいは通学路等と

いうお話もあったんですけども、結局、そういった条件というのはございませ

んでして、書面等にも残してない状況でございます、以上です。 

 

 わかりました、もし条件等あったら見せていただきたいなと思っていたんで

すが、ないのでしたら別に結構なんですけど。ちょっとひとつ前に戻るんです

けど、東小学校のところの道を広げるということで、国道２５号線から来たほ

うの道等、あこにちょうどぶつかってしまうんで、道広げたら優先道路変わっ

てしまうと思うんで、その辺はまあ要望なんで、警察とよく検討していただい

て、子どもたちの通学路にこれから使っていくと思うんで、その辺どうぞよろ

しくお願いします。以上です。 

 

 ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、その他についてはこれをもって終わります。 

次に、継続審査について、お諮りします。 

お手元に配布しております申出書のとおり、当委員会として引き続き調査を

要するものとして、このように決定することにご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよう、よろ

しくお取り計らいをお願いします。 
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木澤委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

次に、先進地視察についてです。「民間と協働の観光まちづくりについて」

をテーマに、静岡県掛川市と愛知県蒲郡市を視察先に選定し、１１月６日

（月）と７日（火）に実施したいと考えております。 

ただいま申しあげましたように、閉会中における当委員会の所管事務調査と

して、お手元に配布しております先進地視察計画書のとおり先進地視察を実施

したいと思いますが、ご異議ございませんか。  

木澤委員。 

 

すみません、こうして行き先書いていただいているんですけど、私ちょっと

詳細を聞いておりませんので、わかる範囲で構わないので、ちょっと詳細を教

えていただけますか。 

 

暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時４４分 休憩 ） 

（ 午前９時４５分 再開 ） 

 

再開します。 木澤委員。 

 

休憩中に委員長のほうから行政のほうへの視察だということでお聞きをしま

したけど、私、この視察のご相談、閉会中にいただいたときにも、先ほど副町

長のほうからも報告いただきましたけど、呉竹荘さんと交渉中やと、町のほう

が交渉中やということで、今後、議案にもなりかねないような時期に、こうし

た視察に行くというのが、ちょっと思うところがありますんで、そのことだけ

意見として申しあげておきます。 

 

正直、呉竹荘さんと設定して話し合いするというようなことは今は一切考え

てない、今後もないという形の視察ということだけ申しあげておきます。完全

に先進地、当町と同じようなケースでの先進地だということで私は考えており

ますので、そのことだけよろしくお願いします。できたら全員参加で行きたい
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

なと思っているところぐらいです。 

 

今、詳細をお聞きしましたんで、改めて検討はしたいと思います。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な し ） 

 

この件に関しては一応ほかの方は異議なしということで終わっておきます。 

議長におかれましては、先進地視察計画書について、手続きをとっていただ

けますよう、お取り計らいをお願いします。 

以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了しました。 

なお、本日の委員会報告のまとめについては、正副委員長にご一任いただき

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会にあたり、町長の挨拶をお受けします。 

中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 

 

これをもって、建設水道常任委員会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

（ 午前９時４８分 閉会 ） 

 


